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WFA ワークフローパックを作成します

ストレージの自動化と統合の要件に対応するワークフローパックを OnCommand

Workflow Automation （ WFA ）で作成できます。

手順

1. Web ブラウザを使用して WFA ウィンドウにログインします。

2. [* コンテンツ管理 * （ Content Management * ） ] > [* パック（ * Packs ） ]

3. [ 新しいパック * （ New Pack * ） ] アイコンをクリックします。

4. [ 新しいパック * （ * New Pack * ） ] ダイアログボックスで、 [ * 名前 * （ * Name * ） ] 、 [ * 作成者 * （
* Author * ） ] 、 [ * バージョン * （ * Version * ） ] 、および [ * 概要 * （ * * ） ] フィールド

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

6. 新しいパックが [*Packs] ウィンドウに作成されていることを確認します。

WFA ワークフローパックにエンティティを追加します

ストレージの自動化と統合の要件に応じて、 OnCommand Workflow Automation （ WFA

）のワークフローパックに 1 つ以上のエンティティを追加できます。

このタスクについて

次のエンティティからパックを削除できます。

• ワークフロー

• ファインダ

• フィルタ

• コマンド

• 機能

• テンプレート

• スキーム

• 辞書

• データソースの種類

• リモートシステムタイプ

• キャッシュクエリ

• カテゴリ

手順

1. Web ブラウザから * WFA * ウィンドウにログインします。

2. * ワークフローデザインポータルで、追加するエンティティに移動し、 * < エンティティ >* をクリックし
ます。
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3. エンティティー * ウィンドウで ' パックに追加するエンティティを選択します

4. 「 * パックに追加 * 」アイコンをクリックします。

「 Add to Pack 」は、証明書が *None. * に設定されているエンティティに対してのみ有効になります

5. パックに追加 < エンティティ >* （ * Add to Pack < Entity > * ）ダイアログボックスの * 使用可能なパック
* （ * Available Packs * ）ドロップダウンリストから、エンティティを追加するパックを選択します。

6. [OK] をクリックします。

OnCommand Workflow Automation パックを削除します

不要になったパックは OnCommand Workflow Automation （ WFA ）から削除できま
す。パックを削除すると、パックに関連付けられているすべてのエンティティが削除さ
れます。

このタスクについて

• パックの一部であるエンティティに依存関係がある場合は、パックを削除できません。

たとえば、カスタムワークフローの一部であるコマンドを含むパックを削除しようとすると、カスタムワ
ークフローはパックに依存するため、削除処理が失敗します。パックを削除できるのは、カスタムワーク
フローを削除した後だけです。

• パックの一部であるエンティティを個別に削除することはできません。

パックの一部であるエンティティを削除するには、そのエンティティを含むパックを削除する必要があり
ます。エンティティが複数のパックに含まれている場合、 WFA サーバからそのエンティティを含むすべ
てのパックが削除されるまでエンティティは削除されません。

手順

1. Web ブラウザから admin として WFA にログインします。

2. [* コンテンツ管理 * （ Content Management * ） ] > [* パック（ * Packs ） ]

3. 削除するパックを選択し、をクリックします 。

4. [ * パックの削除 * （ * Delete Pack * ） ] 確認ダイアログボックスで、 [OK] をクリックします。

OnCommand Workflow Automation コンテンツをエクスポー
トします

ユーザが作成した OnCommand Workflow Automation （ WFA ）のコンテンツを「 .dar

」ファイルとして保存し、他のユーザと内容を共有できます。WFA のコンテンツには、
ユーザが作成したコンテンツ全体、またはワークフロー、ファインダ、コマンド、ディ
クショナリなどの特定の項目を含めることができます。

必要なもの

• エクスポートする WFA コンテンツへのアクセス権が必要です。
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• エクスポートするコンテンツに認定コンテンツへの参照が含まれている場合、コンテンツのインポート時
に、対応する認定コンテンツパックをシステムで使用できるようにする必要があります。

これらのパックは Storage Automation Store からダウンロードできます。

このタスクについて

• 次の種類の認定コンテンツはエクスポートできません。

◦  - ネットアップ認定コンテンツ

◦  - Professional Services （ PS ；プロフェッショナルサービス）が開発したコンテンツ。 PS によ
るカスタムインストールでのみ利用可能です

◦  - ユーザが開発したパック

• エクスポートされたオブジェクトに依存するすべてのオブジェクトもエクスポートされます。

たとえば、ワークフローをエクスポートすると、ワークフローの依存コマンド、フィルタ、ファインダも
エクスポートされます。

• ロックされたオブジェクトをエクスポートできます。

オブジェクトは、他のユーザーによってインポートされるとロック状態のままになります。

手順

1. Web ブラウザを使用して WFA にログインします。

2. 必要なコンテンツをエクスポートします。

状況 手順

ユーザーが作成したすべてのコンテンツを 1 つの
.dar ファイルとしてエクスポートします

a. [* 設定 * ] をクリックし、 [* メンテナンス ] の
下にある [ すべてのワークフローをエクスポー
ト *] をクリックします。

b. 「 .dar 」ファイルのファイル名を指定し、「 *

Export * 」をクリックします。

特定のコンテンツをエクスポートします a. コンテンツをエクスポートするウィンドウに移
動します。

b. ウィンドウで 1 つ以上の項目を選択し、をクリ
ックします 。

c. [ 名前を付けてエクスポート ] ダイアログボック
スで '.dar ファイルのファイル名を指定し
'[Export] をクリックします

3. [ 名前を付けて保存 *] ダイアログボックスで '.dar ファイルを保存する場所を指定し '[ 保存 *] をクリック
します
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OnCommand Workflow Automation コンテンツをインポート
します

ワークフロー、ファインダ、コマンドなど、ユーザが作成した OnCommand Workflow

Automation （ WFA ）のコンテンツをインポートできます。また、別の WFA インスト
ールからエクスポートしたコンテンツ、 Storage Automation Store または WFA コミュ
ニティからダウンロードしたコンテンツ、および Data ONTAP PowerShell ツールキット
や Perl NMSDK ツールキットなどのパックをインポートすることもできます。

必要なもの

• インポートする WFA コンテンツへのアクセス権が必要です。

• インポートするコンテンツが、同じバージョンかそれ以前のバージョンの WFA を実行しているシステム
に作成されている必要があります。

たとえば、 WFA 2.2 を実行している場合、 WFA 3.0 を使用して作成されたコンテンツをインポートする
ことはできません。

• N-2 バージョンの WFA で開発されたコンテンツは、 WFA 5.1 にのみインポートできます。

• 「 .dar 」ファイルが NetApp 認定コンテンツを参照している場合は、 NetApp 認定コンテンツ・パックを
インポートする必要があります。

ネットアップ認定コンテンツパックは、 Storage Automation Store からダウンロードできます。パックの
ドキュメントを参照して、すべての要件が満たされていることを確認する必要があります。

手順

1. Web ブラウザを使用して WFA にログインします。

2. [* 設定 * ] をクリックし、 [* メンテナンス * ] の [ * ワークフローのインポート * ] をクリックします。

3. [ ファイルの選択 *] をクリックして ' インポートする .dar ファイルを選択し '[ インポート *] をクリックし
ます

4. [ インポート成功 * （ Import Success * ） ] ダイアログボックスで、 [OK] をクリックします。

WFA ワークフローパックをインポート

ストレージの自動化と統合の要件に応じて、サーバから OnCommand Workflow

Automation （ WFA ）にワークフローパックをインポートできます。

必要なもの

インポートするサーバ内の WFA コンテンツにアクセスできる必要があります。

手順

1. Web ブラウザから * WFA * ウィンドウにログインします。

2. [* コンテンツ管理 * （ Content Management * ） ] > [* パック（ * Packs ） ]

3. [ サーバーからインポート（ Import from Server ） ] アイコンをクリックします。
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4. [ サーバーフォルダからインポート *] ダイアログボックスの [ サーバーシステムのフォルダの場所 *] フィ
ールドに、サーバー内のパックの場所を文字列形式で入力します。たとえば、「 C:\work \packs\test. 」と
入力します

5. [OK] をクリックします。

6. パックが * パック * ウィンドウにインポートされていることを確認します。

OnCommand Workflow Automation コンテンツをインポート
する際の考慮事項

ユーザが作成したコンテンツ、別の OnCommand Workflow Automation （ WFA ）イン
ストールからエクスポートされたコンテンツ、または Storage Automation Store または
WFA コミュニティからダウンロードしたコンテンツをインポートする場合は、一定の考
慮事項に注意する必要があります。

• WFA のコンテンツは「 .dar 」ファイルとして保存されます。また、ユーザが作成したコンテンツ全体を
別のシステムや、ワークフロー、ファインダ、コマンド、ディクショナリなどの特定の項目に含めること
ができます。

• 既存のカテゴリが '.dar ファイルからインポートされると ' インポートされたコンテンツがカテゴリ内の既
存のコンテンツとマージされます

たとえば、 WFA サーバのカテゴリ A には 2 つのワークフロー WF1 および WF2 があるとします。カテゴ
リ A のワークフロー WF3 および Wf4 を WFA サーバにインポートすると、カテゴリ A にはインポート後
にワークフロー WF1 、 WF2 、 WF3 、および Wf4 が含まれます。

• 「 .dar 」ファイルにディクショナリエントリが含まれている場合、ディクショナリエントリに対応するキ
ャッシュテーブルが自動的に更新されます。

キャッシュテーブルが自動的に更新されない場合は、「 wfa_log 」ファイルにエラーメッセージが記録さ
れます。

• WFA サーバに存在しないパックに依存する「 .dar 」ファイルをインポートすると、 WFA は、エンティ
ティに関連するすべての依存関係が満たされているかどうかを確認しようとします。

◦ 1 つ以上のエンティティが見つからない場合や、エンティティの下位バージョンが見つかった場合、
インポートは失敗し、エラーメッセージが表示されます。

エラーメッセージには、依存関係を満たすためにインストールする必要があるパックの詳細が表示さ
れます。

◦ 上位バージョンのエンティティが見つかった場合や、証明書が変更された場合は、バージョン不一致
に関する一般的なダイアログボックスが表示され、インポートが完了します。

バージョン不一致の詳細は 'wfa_log' ファイルに記録されます

• 次の項目についての質問やサポートリクエストは、 WFA コミュニティに送信される必要があります。

◦ WFA コミュニティからダウンロードされたすべてのコンテンツ

◦ 作成したカスタムの WFA コンテンツ

◦ 変更した WFA のコンテンツ
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アップグレード中のパック ID

アップグレードプロセスの実行中、 OnCommand Workflow Automation （ WFA ）はエ
ンティティを識別してパックに分類します。アップグレード前にパックのエンティティ
を削除した場合、アップグレード中にパックは識別されません。

WFA はアップグレードプロセス中に、データベースのパックと Storage Automation Store でリリースされた
パックのリストを比較し、アップグレード前にインストールされたパックを特定します。したがって、パック
ID はデータベース内の既存のパックを分類します。

WFA は次のプロセスを実行して、パックを特定し、分類します。

• Storage Automation Store でリリースされたパックのリストを管理し、アップグレード前にインストール
されたパックを比較して確認します。

• Storage Automation Store が有効になっている場合に、パック内のエンティティを Storage Automation

Store の同期の一部として分類します。

• 更新されたリストを使用してエンティティをパックに分類します。

パック ID は、 Storage Automation Store からダウンロードしたネットアップ認定パックにのみ適用されま
す。

アップグレード中にパックが特定されなかった場合は、パックを再インポートして WFA で特定できるように
することができます。wfa.log ファイルには、アップグレード時にパックとして識別されなかったエンティテ
ィに関する詳細が含まれています。
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